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議
会
報
告
会
で
は
３
０
０
を
超

え
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。文
字
数
や

ペ
ー
ジ
の
制
限
が
あ
り
、ご
意
見
の一

部
し
か
載
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
残

念
で
し
か
た
な
く
、編
集
に
は
頭
を

痛
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
の

声
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
、議
会
活
動
に
尽
力
し

ま
す
。
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（
白
根
）

発
行
責
任
者
／
高
橋
直
也

聞き手から
（中村）

　な
に
げ
な
い
こ
と
も

幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
素
晴
ら
し
い
方

で
し
た
。い
つ
ま
で
も
町

を
大
切
に
思
い
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
活
に

関
わ
る
こ
と
と
し
て
判
断

西
栄
田
古
賀   

奏
さ
ん（
18
歳
）

こ

　が

か
な
で

　
短
大
で
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
を
専
攻
し
、

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

将
来
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
大
変
な
日
々
で

す
が
、時
間
を
見
つ
け
て
友
達
と
温
泉

や
岩
盤
浴
に
行
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

最
近
の
近
況
は
？

　
政
治
に
は
あ
ま
り
い
い
印
象
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち
の

生
活
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
関
心
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
情
報
が
飛

び
交
っ
て
い
る
中
で
、自
分
な
り
に
正

し
く
判
断
し
て
い
き
た
い
で
す
。

選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
政
治
へ
の
関
心
は
。

　
の
ど
か
で
人
が
良
い
町
と
思
い
ま

す
。幼
い
こ
ろ
か
ら
学
校
の
帰
り
道
で

近
所
の
方
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
、お
菓
子
や
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り

と
人
の
温
か
み
に
触
れ
る
機
会
が
多

か
っ
た
の
で
、私
も
大
人
に
な
っ
て
同
じ

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
し
て
あ
げ
た
い

で
す
。

い
っ
ぽ
う
で
街
灯
が
少
な
く
夜
道
が
怖

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、だ
れ
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
温
か
い
町
づ
く
り
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
へ
一
言
。

　
先
日
、駅
で
困
っ
て
い
る
外
国
の
方

が
い
た
の
で
声
を
か
け
て
み
る
と「
太

宰
府
天
満
宮
へ
行
き
方
が
分
か
ら
な

い
」と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、携
帯
を

使
っ
て
案
内
を
し
た
ら
と
て
も
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
の
で
、語
学
も
学
ん
で
外
国

の
方
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
で
す
。

今
後
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
。
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20年前の議会は？

こう取り組んだ

　20年前、小郡市との合併を問う住民投票
で、私たち住民は「合併せず、単独での行政
運営」を選択しました。
　当時、地方分権や地方交付税の見直しが
実施されるもとで、地方議会の役割もする
どく問われることになりました。
　大刀洗町議会では、「議会本来の役割と
は」を考え、できることから議会の活性化や
民主化に取り組んできました。

● 地方分権一括法などの実施を受け、議会の機能発揮の
　 ための議論を始める
● 全議員で議会改革特別委員会を立ち上げ、先進議会の
　 事務局長も招いて学習会を開催
● 議会基本条例の検討委員会には公募の住民も参加
● できることからと、平成23年に議会報告会を始める
● 傍聴の機会を増やすため、土休日に議会（一般質問）を
　 実施

議会基本条例を制定（平成26年）

　10
年
間
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
、
議
会

の
変
化
を
一
番
近
く
で
見
て
き
ま
し

た
。
当
時
は
住
民
と
の
対
話
を
嫌
が

る
議
員
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
全
議
員
が
前
向
き
に
話
を
聞
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
改
革
の
成

果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　20
数
年
前
は
質
問
を
す
る
議
員

も
少
な
く
議
論
も
深
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
半
分
観
光
の
よ
う
な

視
察
も
あ
り
ま
し
た
。
議
会
で
議

論
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
現
在
の
形

を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
な

る
躍
進
を
期
待
し
ま
す
。

花等さん（元議員）

みなさんの が生きる大刀洗町へ声
議会改革20年

これまでとこれから

● 条例などの議案はすべて提案されたその日に採決
● 議案に対する議員どうしの討議なし
● 一般質問の発言は最大3回までで、議論が深まらず
● 海外視察あり（ただし半額自己負担）、
　 国内視察は報告書の提出なし
● 報酬と別に費用弁償（日当）あり
● 議会だよりは、議員ごとの賛否は公開せず
● 政治倫理に関する規定なし

● 年1回以上の議会報告会
● 議会モニターさんを公募、
　 意見交換
● 議員間の自由討議
● 多様な情報手段、情報公開の充実
● 積極的な調査、政策提言

　　　　　　　条文ごとに毎年検証し、
　　　　　　　改善を図っています。

古賀さん
（元議会モニター）

←条例全文はコチラ

今村さん
（元議会事務局長）

議
会
改
革
の

平成16年6月

あ
ゆ
み

小
郡
市
と
の
合
併
を
問
う

住
民
投
票
で「
合
併
し
な

い
」が
多
数
、単
独
町
制
を

継
続
へ

平成18年3月
一般
質
問
を一問一答
方
式
に

平成20年9月
一般
質
問
を
土
休
日
に
開
催

（
平
成
29
年
ま
で
実
施
）

平成23年3月

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を

設
置
、委
員
会
の
日
当（
費

用
弁
償
）を
廃
止

　「
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
」
と
い
う
、
当

時
の
議
員
の
決
意
を
形
に
す
べ
く
、
基
本
条
例

制
定
や
動
画
配
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
条

例
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
践
が
大
事
」

と
、
現
在
も
報
告
会
な
ど
の
対
話
が
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
大
変
力
強
く
思
い
ま
す
。

政治倫理条例
（平成17年）

議
員
、
町
長
な
ど
の
資
産
を

公
表

町
が
発
注
す
る
工
事
と
議

員
の
関
係
を
規
定

政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置
、

必
要
事
項
を
調
査

●●●
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こんなことが前進

このような効果が
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ひ
と
昔
前
と
比
べ
て
、
最
近

は
質
疑
や
討
論
が
活
発
に
な
り
、

住
民
に
と
っ
て
も
い
い
傾
向
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
災
害
対
策
な

ど
の
緊
急
の
課
題
へ
の
迅
速
な
対

応
を
期
待
し
ま
す
。

秋吉さん
（元議会モニター）

い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

議会改革
現在

毎年の議会報告会
　平成23年から毎年度開催し、今年で14回
目になります。
　当初は議会からの説明がおもでしたが、
現在は参加者のご意見を聞くことを重視し、
テーブルごとに懇談しています。ご意見はす
べて議会に持ち帰り、担当の委員会で調査
し、町への提言につなげています。

　重度障がい児の負担軽減や学校エアコン設置の
請願採択、防犯灯の設置推進などが前進しました。
　また、ご意見を一般質問や委員会調査につなげて
います。

議会モニター制度
　基本条例制定と同時に制度を開始し、今年度は6期目の
皆さんが就任しました。
　現在は、年4回、議会ごとに全議員と意見交換を実施して
います。

・議会報告会は、報告主体からご意見聴取主体の運営に改善
・言いっぱなしではなく、継続的な議会活動に
・本会議での積極的な資料活用や、机付きいすの設置、議案
書の貸し出しなど

6月議会の自由討議は
11ページへ

今期の委員会レポートは
22ページへ

今回の懇談は
20～21ページへ

今期の追跡は
20ページへ

自由討議の充実

　従来の議会制度では議員どうしの討議の場
が少ないことを踏まえ、すべての議案に対して
議員の自由討議を実施しています。予算や決算
の委員会でもおこない、行政への提言に結びつ
けています。

・討議を踏まえて最終日に再度質疑をおこない、
予算の修正や議案の否決、不承認なども
・予算や決算委員会では、討議を踏まえて委員
長報告をおこない、行政へ提言と改善を求める

「検討する」との答弁を追跡
　一般質問で「検討します」「よろしくお願いします」で終
わらせず、継続的に調査できるように、町のその後の検
討状況を追跡する制度をつくりました。

　本会議はもち
ろん、すべての
委員会や自由討
議などの会議も
公開しています。議場にはな
い、くだけた雰囲気での議論が
見られるかも？お気軽にお越し
ください。

　追跡にもとづき、議員も再度の質問や提言をおこな
い、長期的な事業の改善がみられるようになりました。

積極的な政策提言

　各種団体との懇談や報告会のご意見
をもとに委員会で調査し、行政へ提言
書を提出しています。
　委員会は年間の活動計画を策定して
予算要求をおこない、先進地視察は報
告書を作成し、町政の改善に生かすよう
議論を重ねています。

特集
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すべての会議を
公開中！

平成24年2月

区
長
会
と
全
議
員
で
意
見

交
換（
以
降
、民
生
委
員
、消

防
団
、交
通
安
全
協
会
、

P
T
A
、公
民
館
政
治
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
団
体
と
懇
談
）

平成25年12月

総
務
文
教
厚
生
委
員
会
か

ら「
ご
み
行
政
に
関
す
る
提

言
書
」を
提
出（
以
降
、図
書

館
運
営
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
、災
害
時
に
関
す

る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、各

委
員
会
か
ら
提
言
あ
り
）

平成23年4月

第
１
回
議
会
報
告
会
を
町

内
４
カ
所
で
開
催

（
以
降
毎
年
度
開
催
中
）

平成25年4月

議
会
報
告
会
は
、対
面
方
式

か
ら
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
意

見
交
換
に
変
更

平成24年6月
・議
会
だ
よ
り
に
各
議
員
の

賛
否
を
掲
載

・議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会

議
録
を
公
開

平成26年3月
・全
議
案
に
つ
い
て
自
由
討

議
を
開
始

・「
検
討
す
る
」と
の
答
弁
に

追
跡
制
度
を
開
始

平成26年4月

基
本
条
例
施
行
、議
会
モ
ニ

タ
ー
を
委
嘱
。モ
ニ
タ
ー
は

２
年
ご
と
に
改
選

　　
これまでの
回答はコチラ↑

平成27年3月

基
本
条
例
の
条
文
ご
と
に

実
施
度
を
検
証

（
以
降
毎
年
実
施
）

今年の報告会は
8ページへ
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たちあらい 議会だより  第183号
令和6年7月26日発行5 たちあらい 議会だより  第183号

令和6年7月26日発行 4

　
ひ
と
昔
前
と
比
べ
て
、
最
近

は
質
疑
や
討
論
が
活
発
に
な
り
、

住
民
に
と
っ
て
も
い
い
傾
向
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
災
害
対
策
な

ど
の
緊
急
の
課
題
へ
の
迅
速
な
対

応
を
期
待
し
ま
す
。

秋吉さん
（元議会モニター）

い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

議会改革
現在

毎年の議会報告会
　平成23年から毎年度開催し、今年で14回
目になります。
　当初は議会からの説明がおもでしたが、
現在は参加者のご意見を聞くことを重視し、
テーブルごとに懇談しています。ご意見はす
べて議会に持ち帰り、担当の委員会で調査
し、町への提言につなげています。

　重度障がい児の負担軽減や学校エアコン設置の
請願採択、防犯灯の設置推進などが前進しました。
　また、ご意見を一般質問や委員会調査につなげて
います。

議会モニター制度
　基本条例制定と同時に制度を開始し、今年度は6期目の
皆さんが就任しました。
　現在は、年4回、議会ごとに全議員と意見交換を実施して
います。

・議会報告会は、報告主体からご意見聴取主体の運営に改善
・言いっぱなしではなく、継続的な議会活動に
・本会議での積極的な資料活用や、机付きいすの設置、議案
書の貸し出しなど

6月議会の自由討議は
11ページへ

今期の委員会レポートは
22ページへ

今回の懇談は
20～21ページへ

今期の追跡は
20ページへ

自由討議の充実

　従来の議会制度では議員どうしの討議の場
が少ないことを踏まえ、すべての議案に対して
議員の自由討議を実施しています。予算や決算
の委員会でもおこない、行政への提言に結びつ
けています。

・討議を踏まえて最終日に再度質疑をおこない、
予算の修正や議案の否決、不承認なども
・予算や決算委員会では、討議を踏まえて委員
長報告をおこない、行政へ提言と改善を求める

「検討する」との答弁を追跡
　一般質問で「検討します」「よろしくお願いします」で終
わらせず、継続的に調査できるように、町のその後の検
討状況を追跡する制度をつくりました。

　本会議はもち
ろん、すべての
委員会や自由討
議などの会議も
公開しています。議場にはな
い、くだけた雰囲気での議論が
見られるかも？お気軽にお越し
ください。

　追跡にもとづき、議員も再度の質問や提言をおこな
い、長期的な事業の改善がみられるようになりました。

積極的な政策提言

　各種団体との懇談や報告会のご意見
をもとに委員会で調査し、行政へ提言
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予算要求をおこない、先進地視察は報
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議論を重ねています。

特集

��

すべての会議を
公開中！

平成24年2月

区
長
会
と
全
議
員
で
意
見

交
換（
以
降
、民
生
委
員
、消

防
団
、交
通
安
全
協
会
、

P
T
A
、公
民
館
政
治
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
団
体
と
懇
談
）
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総
務
文
教
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生
委
員
会
か
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ご
み
行
政
に
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す
る
提

言
書
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降
、図
書

館
運
営
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地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
、災
害
時
に
関
す

る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、各

委
員
会
か
ら
提
言
あ
り
）
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内
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カ
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催
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降
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開
催
中
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令和以降 平成27年4月

委
員
会
条
例
を
改
正
、広
報

委
員
会
を
常
任
委
員
会
化

し
所
管
を
拡
大

平成27年12月

議
会
の
録
画
配
信
を
開
始

（
生
中
継
は
28
年
３
月
か
ら
）

平成28年2月

議
会
だ
よ
り
が
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
入
選（
以
降
９
年
連

続
入
賞
中
）

平成29年9月

議
会
報
告
会
で
の
ご
意
見

に
対
し
、議
会
で
調
査
し
公

式
に
回
答
を
作
成

（
以
降
継
続
中
）

平成28年4月

議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
開
設

・傍
聴
者
に
議
案
書
を
貸
し

出
し

・予
算
、決
算
委
員
会
か
ら

全
会一致
の
意
見
を
つ
け
る

・議
会
報
告
会
で
の
ご
意
見

に
つ
い
て
、議
会
か
ら
の
重

点
要
望
を
つ
け
て
町
長
へ

提
言
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こ
れ
ま
で
多
く
の
会
議
を
傍
聴
し
ま

し
た
が
、
本
会
議
よ
り
も
委
員
会
の
議

論
の
ほ
う
が
身
近
で
面
白
い
も
の
で
し

た
。
今
後
は
委
員
会
の
開
催
案
内
や
動

画
中
継
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平城さん
（元議会モニター）

　
全
議
員
で
粘
り
強
く
協
議
を
重

ね
、
議
会
活
動
の
改
善
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

後
退
さ
せ
ず
、
さ
ら
に
前
進
で
き
る

よ
う
、
ル
ー
ル
の
明
文
化
や
改
善
に

努
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

安丸議運委員長

み
な
さ
ん
の
声
を
生
か
す
た
め
に

議会改革
これから

政策サイクルの確立、
調査・提言の充実

　議会報告会やモニター制度、あるいは日ごろの対話など、
皆さんからの意見をたくさんいただいています。
　議会として、よく議論して町に提言するとともに、事業に反
映させたり、実現度を検証するために
さらに政策サイクルの確立強化をめ
ざします。

情報のさらなる公開、
多様な広報手段の活用

　議会だよりの充実と同時に、今後は
インターネットなど多様な広報手段と
の連携が課題です。
　今年度はホームページの全面リ
ニューアルを予定しており、公開情報
の拡充や親しみやすい動画コンテン
ツの追加など、多く
の皆さんに情報が届
くような仕組みづく
りに努めます。

議員待遇の見直し
　議員の報酬は、24年前よりも低
い現状です。日当や議員年金も廃止
され、政務活動費や退職金もなく、
十分な活動ができるかどうか疑問
があります。
　「若い人も含めて、多様な世代が
議員に立候補できるように」「生活
費ではなく、調査や研究にあてる制
度を作れないか」など、多様な角度
から議論し、皆さんの意見を聞いて
います。
　今期のうちに、改善の提案をおこ
ないたいと考えています。

　災害時や感染症拡大時でも議会が機
能するよう、非常時の行動計画や任務分
担を策定するものです。

基本条例の見直し
　制定から10年が過ぎ、現在の到
達を踏まえて条文の見直しに着手
します。
　法律が定める事項以外にも、町
の重要な計画を議会の議決に追加
することなどを検討しています。

特集

��こんなことも

議会業務継続計画（BCP）
の策定

　現在は議会のたびに大量の紙資料が
配布されていますが、今後はデータやス
ケジュール管理などをデジタル化し、合
理的な議会運営をめざします。

　議会運営委員会では2月に神奈川県葉
山町と寒川町を訪問し、議会BCPとペー
パーレスの運用について調査しました。
　BCP、ペーパーレス化とも、今年度中の
具体化を予定しています。

資料のぺーパーレス化

先進地を視察し研究中

ご意見への回答を翌年
の議会報告会でくわしく
お知らせする予定です。

今後は

議員報酬　月額24万1000円
　　　　　　　　　 （一般議員）
政務活動費・議員年金・日当（費用
弁償）・退職金…ありません

現在は

さむかわ

は

やま
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さらに政策サイクルの確立強化をめ
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の皆さんに情報が届
くような仕組みづく
りに努めます。

議員待遇の見直し
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され、政務活動費や退職金もなく、
十分な活動ができるかどうか疑問
があります。
　「若い人も含めて、多様な世代が
議員に立候補できるように」「生活
費ではなく、調査や研究にあてる制
度を作れないか」など、多様な角度
から議論し、皆さんの意見を聞いて
います。
　今期のうちに、改善の提案をおこ
ないたいと考えています。

　災害時や感染症拡大時でも議会が機
能するよう、非常時の行動計画や任務分
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　制定から10年が過ぎ、現在の到
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　法律が定める事項以外にも、町
の重要な計画を議会の議決に追加
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理的な議会運営をめざします。
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　平成23年に始まった議会報告会も、今年で14
回目となりました。4会場で合計113名の方から、
300件を超えるご意見をいただきました。
　今回は災害などのテーマを定めて懇談しまし
た。ただいま分野ごとに4つの委員会に振り分け、行政への聞
き取りなども含めて対応を調査中です。9月に回答を取りまと
め、町政に反映できるよう議員一同がんばります。

■災害時、エリアメールやLINEなどの情報が
他の自治体に比べて遅いのでは。
■防災無線は大雨時には聞こえない。平時に
地域のお知らせなどに活用できないか。
■避難所が開設されても気を使うので行き
にくい。プライバシーの確保が必要。
■自主防災組織は地域の役員だけではなく、
実効性のある組織に。
■川底の掘削と草木の伐採を。江戸橋下流の
浚せつを急いでほしい。
■調整池の効果は。県の工事らしいが地元に
情報が来ない。
■水害時に田畑に流れ込んだごみの撤去費
用がかかり、自己負担が大きすぎる。
■毎年浸水する地域もある。対応に時間がか
かるのなら、まずは補償では。
■消防団員のなり手不足が深刻であり、待遇
や報酬などの改善を。

■校区センターに設置しているめぐるステー
ションの効果と、今後についての説明をし
てほしい。
■いつでも校区センターに資源が出せるよ
うになってとても便利だが、滞在時間が短
いのでコミュニティの形成までは至ってい
ない。
■生ごみを減らすことがごみ削減につなが
るので、もっとコンポストの普及に努める
べきでは。

■スクールゾーンがない通学路も多く、危
険なので安全対策を急いでほしい。
■見守り隊の立場が定まっておらず善意
に任されているのでは。見守り隊に依存
せず、交通ルールの指導を保護者・学校
でしっかりとおこなうべき。
■のりあいタクシーを使いたいのだが、運
転手が足りないせいか、なかなか予約が
できず困っている。
■公園でのスケボーを禁止するのではな
く、スケボー場を作って若者を応援して
はどうか。

■若い人や子育て世代も議員になれるくら
いの報酬を考えるべきでは。
■政務活動費は、使用目的や領収書などを
厳格に運営できれば実施してもいいので
はないか。
■待遇を改善して、しっかり勉強して町政に
反映してもらいたい。
■町村レベルでは専業の議員は必要なく、
報酬も現状どおりでよいのでは。

300件の 声

ただいま
調査中で

す

　今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
水
害
対
応
や
交
通
安
全

は
命
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
対
策
は
急

務
で
す
。
少
し
で
も
政
策
が
前
進
す
る
よ

う
に
町
へ
の
提
言
を
強
め
ま
す
。

高橋議長

　無
投
票
は
よ
く
な
い
。

選
挙
で
政
策
を
訴
え
る
こ

と
は
大
事
で
す
。
「
議
員

の
定
数
を
削
減
し
て
、
そ

の
分
を
報
酬
に
回
し
て

は
」
と
い
う
意
見
も
多
い

で
す
。 　戦

後
80
年
近
く
た
ち
、

戦
没
者
慰
霊
祭
へ
の
参
加

も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
土
日
に
開
催
し
て
広

く
参
加
者
を
募
っ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

三原さん（西栄田）
永野さん（西本郷）

今村さん
（上高橋）

　初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
農
業
被
災
な
ど
の
切

実
な
声
を
聞
き
、
対
応
が

急
務
と
感
じ
ま
し
た
。
大

堰
は
少
子
化
が
進
ん
で
お

り
、
次
回
は
子
育
て
の
議

論
も
期
待
し
ま
す
。

二ノ宮さん（床島）

報
告
会

7・8月 5月

分
野
ご
と
に

委
員
会
で
調
査

対
応
を
公
表
、

町
へ
提
言

9月

予
算
審
査
で
検
証

3月

結
果
を
報
告
会
で

説
明

5月

みなさんからいただいた意見は……

議 会
災 害

環 境

地 域交 通 や

　とても有意義な会議でした。
最近は住民の要望が多様化して
いるので、基金を有効活用して柔
軟に対応してもらいたいです。

床上まで浸水した大堰交流センター(令和２年)

本郷の資源回収ステーション

速報版は
コチラ↓
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た。ただいま分野ごとに4つの委員会に振り分け、行政への聞
き取りなども含めて対応を調査中です。9月に回答を取りまと
め、町政に反映できるよう議員一同がんばります。

■災害時、エリアメールやLINEなどの情報が
他の自治体に比べて遅いのでは。
■防災無線は大雨時には聞こえない。平時に
地域のお知らせなどに活用できないか。
■避難所が開設されても気を使うので行き
にくい。プライバシーの確保が必要。
■自主防災組織は地域の役員だけではなく、
実効性のある組織に。
■川底の掘削と草木の伐採を。江戸橋下流の
浚せつを急いでほしい。
■調整池の効果は。県の工事らしいが地元に
情報が来ない。
■水害時に田畑に流れ込んだごみの撤去費
用がかかり、自己負担が大きすぎる。
■毎年浸水する地域もある。対応に時間がか
かるのなら、まずは補償では。
■消防団員のなり手不足が深刻であり、待遇
や報酬などの改善を。

■校区センターに設置しているめぐるステー
ションの効果と、今後についての説明をし
てほしい。
■いつでも校区センターに資源が出せるよ
うになってとても便利だが、滞在時間が短
いのでコミュニティの形成までは至ってい
ない。
■生ごみを減らすことがごみ削減につなが
るので、もっとコンポストの普及に努める
べきでは。

■スクールゾーンがない通学路も多く、危
険なので安全対策を急いでほしい。
■見守り隊の立場が定まっておらず善意
に任されているのでは。見守り隊に依存
せず、交通ルールの指導を保護者・学校
でしっかりとおこなうべき。
■のりあいタクシーを使いたいのだが、運
転手が足りないせいか、なかなか予約が
できず困っている。
■公園でのスケボーを禁止するのではな
く、スケボー場を作って若者を応援して
はどうか。

■若い人や子育て世代も議員になれるくら
いの報酬を考えるべきでは。
■政務活動費は、使用目的や領収書などを
厳格に運営できれば実施してもいいので
はないか。
■待遇を改善して、しっかり勉強して町政に
反映してもらいたい。
■町村レベルでは専業の議員は必要なく、
報酬も現状どおりでよいのでは。

300件の 声

ただいま
調査中で

す

　今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
水
害
対
応
や
交
通
安
全

は
命
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
対
策
は
急

務
で
す
。
少
し
で
も
政
策
が
前
進
す
る
よ

う
に
町
へ
の
提
言
を
強
め
ま
す
。

高橋議長

　無
投
票
は
よ
く
な
い
。

選
挙
で
政
策
を
訴
え
る
こ

と
は
大
事
で
す
。
「
議
員

の
定
数
を
削
減
し
て
、
そ

の
分
を
報
酬
に
回
し
て

は
」
と
い
う
意
見
も
多
い

で
す
。 　戦

後
80
年
近
く
た
ち
、

戦
没
者
慰
霊
祭
へ
の
参
加

も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
土
日
に
開
催
し
て
広

く
参
加
者
を
募
っ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

三原さん（西栄田）
永野さん（西本郷）

今村さん
（上高橋）

　初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
農
業
被
災
な
ど
の
切

実
な
声
を
聞
き
、
対
応
が

急
務
と
感
じ
ま
し
た
。
大

堰
は
少
子
化
が
進
ん
で
お

り
、
次
回
は
子
育
て
の
議

論
も
期
待
し
ま
す
。

二ノ宮さん（床島）

報
告
会

7・8月 5月

分
野
ご
と
に

委
員
会
で
調
査

対
応
を
公
表
、

町
へ
提
言

9月

予
算
審
査
で
検
証

3月

結
果
を
報
告
会
で

説
明

5月

みなさんからいただいた意見は……

議 会
災 害

環 境

地 域交 通 や

　とても有意義な会議でした。
最近は住民の要望が多様化して
いるので、基金を有効活用して柔
軟に対応してもらいたいです。

床上まで浸水した大堰交流センター(令和２年)

本郷の資源回収ステーション

速報版は
コチラ↓



たちあらい 議会だより  第183号
令和6年7月26日発行11 たちあらい 議会だより  第183号

令和6年7月26日発行 10

入
札
や
契
約
は
適
切
か
議
論

6・7月
議会

条例など

　
税
額
の
小
手
先
の

改
定
で
は
国
保
の
構

造
的
な
問
題
は
解
決

し
な
い
。
ま
た
、
町

長
決
裁
で
は
な
く
議

会
の
議
決
に
か
け
る

べ
き
。

　
3
件
の
う
ち
2
件
は
予

定
価
格
付
近
で
高
止
ま
り

し
て
お
り
、
住
民
に
説
明

が
つ
か
な
い
。

反対 平山
反対
平山

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
を
改
修

　
長
寿
命
化
改
修
工
事
と
し

て
、壁
、床
、天
井
を
改
修
し
ま

す
。一般
競
争
入
札
を
実
施
し
た

結
果
、栗
木
工
務
店（
久
留
米

市
）が
落
札
。

■
設
計
段
階
の
精
査
も
必
要
で
は

・校
区
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

は
不
十
分
で
は
。利
用
者
の
声
を

聞
く
と
言
う
が
、そ
も
そ
も
利
用

者
は
健
康
な
人
が
多
く
少
数
者

の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
。

■
公
表
す
る
範
囲
は
適
正
か

・建
築・土
木
工
事
で
は
昨
年
か
ら

最
低
制
限
価
格
も
事
前
公
表
し

て
い
る
が
、国
が
発
注
す
る
工
事

で
は
公
表
し
て
い
な
い
。見
直
し

が
必
要
で
は
。

■
競
争
は
成
立
し
て
い
る
か

・建
築
工
事
で
は
４
社
し
か
手
が

上
が
ら
ず
１
社
は
辞
退
し
て
お

り
、実
質
的
に
競
争
が
成
立
し
て

い
な
い
の
で
は
。

・土
木
工
事
は
、最
低
制
限
価
格
を

公
表
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

入
札
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
お

り
、以
前
と
変
わ
ら
な
い
。

■
メ
ー
カ
ー
指
定
な
ど
は
適
切
か

・実
質
的
に
メ
ー
カ
ー
が
指
定
さ

れ
る
仕
様
は
、官
公
庁
の
入
札
と

し
て
は
不
適
切
で
は
。

　
下
流
域
の
洪
水
や
土
砂
流
出
被
害
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
す
。町
内
の
業
者
を
対
象
に
条

件
つ
き
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。

甲
条・十
三
塚
た
め
池（
1
工
区
）

1
億
1
3
5
5
万
円

甲
条・十
三
塚
た
め
池（
２
工
区
）

8
6
3
5
万
円

本
郷・琵
琶
た
め
池
　
1
億
1
8
8
0
万
円

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は

床
面
積
が
2
千
㎡
以
上

に
適
用
さ
れ
る
た
め
セ
ン
タ
ー

は
対
象
外
だ
が
、地
元
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
予
算
の
範
囲
内
で
改

善
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

課長

　
障
が
い
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、法
律

に
も
と
づ
い
て
手
す
り
な
ど
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

議員

　
11
業
者
あ
り
、う
ち
7
社
ほ
ど
が
入

札
に
参
加
し
た
。

課長

　
町
内
に
事
業
所
の
あ
る

業
者
が
対
象
と
の
こ
と
だ

が
、審
査
に
適
合
す
る
業

者
数
は
。

議員

　
プ
ラ
ン
ト
で
改
良
し
、リ
サ
イ
ク
ル

資
材
と
し
て
新
た
な
建
設
現
場
に
出

荷
さ
れ
る
。

課長

　
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
含
ん
だ
浚

せ
つ
土
の
取
り
扱
い
は
。

議員

課長

議員

　
６
月
定
例
会
や
７
月
臨
時
会

で
は
、
６
件
の
契
約
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
可
決
し

ま
し
た
が
、
入
札
結
果
や
仕
様

に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

5520万
円

合計

3億187
0万円

①②③プ
リ
ン
タ
を

　
　
　 

29
台
購
入

　
町
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
タ
を

購
入
す
る
契
約
。

　
お
も
に
舞
台
照
明
を
改
修
し

L
E
D
化
す
る
も
の
で
す
。

　
他
の
機
種
で
は
町
の
行
政
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
再
設
定
が
困

難
と
な
る
た
め
、安
定
動
作
が

保
証
さ
れ
る
機
種
を
指
定
し
た
。

課長

　
メ
ー
カ
ー
と
型
番
が
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、入
札
の
仕
様
と
し

て
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

議員

1059万
円

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

照
明
改
修
工
事

　
舞
台
照
明
で
約
70
％
の
削
減
効
果

が
見
込
め
る
が
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ

が
生
産
中
止
と
な
る
た
め
に
改
修
せ

ざ
る
を
え
な
い
点
も
あ
る
。

課長

　
か
な
り
高
額
の
契
約
と
な
る
が
、

L
E
D
化
に
よ
る
電
気
料
の
削
減
効

果
は
。

議員

　6月からの定額減税の規定などが新
設されました。

地方税の改正

　課税額の上限を2万円引き上げるこ
とや、低所得者に対する軽減措置が盛
り込まれています。

　改正による住民への影響は
どうか。

　課税額の増加が37万円、上
限対象は15世帯になる見込
み。

国民健康保険税の改正

　会期中に全員協議会をひらき、それぞれの入札につ
いて議論しました。
　昨年に入札の方法が変更になり、その成果や課題に
ついても議論となりました。適正な入札制度のあり方
について今後も研究をつづけます。

入札の仕様や条件は？

7128万
円

自由討議

　税額の小手先の改定で
は国保の構造的な問題は
解決しない。また、町長
決裁ではなく議会の議決
にかけるべき。

工事予定の十三塚ため池

改修が始まったセンター

た
め
池
の
浚
せ
つ
工
事
（
３
件
）

し
ゅ
ん
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扱
い
は
。

議員

課長

議員

　
６
月
定
例
会
や
７
月
臨
時
会

で
は
、
６
件
の
契
約
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
可
決
し

ま
し
た
が
、
入
札
結
果
や
仕
様

に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

5520万
円

合計

3億187
0万円

①②③プ
リ
ン
タ
を

　
　
　 

29
台
購
入

　
町
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
タ
を

購
入
す
る
契
約
。

　
お
も
に
舞
台
照
明
を
改
修
し

L
E
D
化
す
る
も
の
で
す
。

　
他
の
機
種
で
は
町
の
行
政
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
再
設
定
が
困

難
と
な
る
た
め
、安
定
動
作
が

保
証
さ
れ
る
機
種
を
指
定
し
た
。

課長

　
メ
ー
カ
ー
と
型
番
が
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、入
札
の
仕
様
と
し

て
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

議員

1059万
円

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

照
明
改
修
工
事

　
舞
台
照
明
で
約
70
％
の
削
減
効
果

が
見
込
め
る
が
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ

が
生
産
中
止
と
な
る
た
め
に
改
修
せ

ざ
る
を
え
な
い
点
も
あ
る
。

課長

　
か
な
り
高
額
の
契
約
と
な
る
が
、

L
E
D
化
に
よ
る
電
気
料
の
削
減
効

果
は
。

議員

　6月からの定額減税の規定などが新
設されました。

地方税の改正

　課税額の上限を2万円引き上げるこ
とや、低所得者に対する軽減措置が盛
り込まれています。

　改正による住民への影響は
どうか。

　課税額の増加が37万円、上
限対象は15世帯になる見込
み。

国民健康保険税の改正

　会期中に全員協議会をひらき、それぞれの入札につ
いて議論しました。
　昨年に入札の方法が変更になり、その成果や課題に
ついても議論となりました。適正な入札制度のあり方
について今後も研究をつづけます。

入札の仕様や条件は？

7128万
円

自由討議

　税額の小手先の改定で
は国保の構造的な問題は
解決しない。また、町長
決裁ではなく議会の議決
にかけるべき。

工事予定の十三塚ため池

改修が始まったセンター

た
め
池
の
浚
せ
つ
工
事
（
３
件
）

し
ゅ
ん
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德 
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一
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治

河
野
　政
之

大
石
　
　純

白
根
　美
穂

野
瀬
　繁
隆

高
橋
　直
也

会
議
の
結
果※議長は採決に加わりません（○…賛成、×…反対）

一般会計（2件） 

税条例の改正（専決） 

国民健康保険税条例の改正（専決） 

就業改善センター大規模改修工事の契約
甲条地区十三塚ため池浚せつ工事(1工区)の契約
ドリームセンター照明改修工事契約（7月臨時会） 
甲条地区十三塚ため池浚せつ工事(2工区)の契約
本郷地区琵琶ため池浚せつ工事の契約
役場プリンタの購入契約

令和6年度
補正予算 可決－○○○○○○○○○○○

承認－○○○○○○○○○○○

承認－○○×○×○○○○○○

可決－○○○○○○○○○○○

可決－○○○○×○○○○○○

ワ
ク
チ
ン
健
康
被
害
な
ど
に
補
償

予 算
など

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
死
亡

し
、因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
1
件
に
対

し
て
国
か
ら
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る
も

の
で
す
。内
訳
は
死
亡
一
時
金
が
４
４
２

０
万
円
、葬
祭
料
が
２１
万
円
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
健
康
被
害
に
給
付
金

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

夜
間
の
実
証
運
行

4441万
円

　
現
在
は
午
後
6
時
ま
で
運
行
し
て
い
る

の
り
あ
い
定
額
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、も
っ

と
身
近
で
便
利
に
な
る
よ
う
夜
間
運
行

を
行
う
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、

健
康
被
害
の
給
付
金
や
図
書
館
シ

ス
テ
ム
リ
ー
ス
料
な
ど
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
の
増
加
額
は
1

億
５
千
万
円
あ
ま
り
で
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
や
国
保
税
の
条

例
改
正
も
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
承
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
公
社
が
所
有
す
る
土
地
は

な
く
、
現
金
や
資
本
金
が
６
７
３
９

万
円
、
町
か
ら
の
長
期
借
り
入
れ
が

７
１
０
０
万
円
で
、
差
し
引
き
の
純

資
産
は
▲
３
６
１
万
円
で
す
。

　
町
が
出
資
す
る
団
体
は
３
団
体
あ
り
ま
す
。土
地
開
発
公
社
と

（
株
）た
ち
あ
ら
い
の
代
表
者
は
町
の
副
町
長
で
、課
長
や
議
員
な

ど
が
理
事
、取
締
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

追加額

健康被害救済給付金 4441万円

図書館システムリース料 　 118万円

町税還付金など 1307万円

システム改修委託料など 8718万円

■追加されたおもな予算

固
定
資
産
税
の
取
り
す
ぎ
を
還
付

　
接
種
後
４
時
間
以
内
に
急
性
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
あ
り
入
院
し
た
事
例
や
、

喘
息
の
発
作
が
継
続
し
た
た
め
、医
療

機
関
に
通
院
し
た
事
例
が
あ
る
。

課長

　
死
亡
事
例
の
ほ
か
に
、副
反
応
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い
る
の
か
。

議員

　
固
定
資
産
税
の
課
税
に一部
誤
り
が
あ

り
、12
件
、8
8
6
万
円
を
取
り
す
ぎ
て
い

た
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
、最
長
20
年
間

さ
か
の
ぼ
っ
て
税
と
加
算
金
分
を
対
象
者

に
還
付
す
る
も
の
で
す
。

　
お
叱
り
も
あ
っ
た
が
対
象
の
全
世
帯

か
ら
了
承
い
た
だ
い
た
。チ
ェッ
ク
部
門

を
増
員
し
再
発
防
止
に
努
め
る
。

課長

　
対
象
世
帯
へ
の
説
明
は
。再
発
防
止
の

た
め
の
対
策
が
必
要
で
は
。

議員

　
売
り
上
げ
の
中
か
ら
経
営
に

響
か
な
い
形
で
決
め
て
お
り
、

明
確
な
基
準
は
な
い
。

取締役

　
町
へ
の
寄
付
金
額
の
算
定

根
拠
は
。

議員

1307万
円

　
土
地
売
買
の
損
失
な
ど
も
あ

り
、
町
か
ら
の
借
入
金
が
返
済

で
き
て
い
な
い
。
現
在
は
保
有

す
る
土
地
も
な
く
、
今
後
に
つ

い
て
協
議
が
必
要
で
は
。

土
地
開
発
公
社

　
総
事
業
費
は
約
5
億
円
で
、
う
ち

大
堰
、
本
郷
の
２
つ
の
保
育
所
の
運

営
費
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
重
層
的
支
援
と

し
て
、
複
数
の
課
題
を
抱
え
た
家
庭

な
ど
へ
の
支
援
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
保
育
所
の
運
営
を
含
め
、
福

祉
分
野
も
か
な
り
業
務
多
忙
と

見
受
け
ら
れ
る
。
本
来
は
町
が

直
接
実
施
す
べ
き
事
業
も
委
託

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

社
会
福
祉
協
議
会

　
５
年
度
の
葬
儀
件
数
は
69
件
で
、

昨
年
比
７
件
の
増
。
売
上
高
は
５
２

６
７
万
円
で
町
へ
の
寄
付
額
は
７
０

０
万
円
、
純
利
益
は
３
８
３
万
円
で

し
た
。　

葬
祭
場
の
建
物
は
約
２
億
円

か
け
て
町
が
整
備
し
、
固
定
費

や
減
価
償
却
費
も
町
が
支
払
っ

て
い
る
。
民
間
の
企
業
で
あ
れ

ば
ま
っ
た
く
の
赤
字
で
は
。

（
株
）た
ち
あ
ら
い

　
　
　
　
　（葬
祭
場
）

の
視
点

ギ
カ
イ

の
視
点

ギ
カ
イ

の
視
点

ギ
カ
イ

町
が
出
資
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

条
　例

契
　約 　1台のタクシーを借り上げて3カ月の期間

限定で運行し、効果を検証する予定です。
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す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

条
　例

契
　約 　1台のタクシーを借り上げて3カ月の期間

限定で運行し、効果を検証する予定です。
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グリーンベルトを
塗り直す

そのつど任用の
見直しをしている

町長町長

職員はフルタイムとして
採用を 通学路の安全対策を

会計年度任用職員の職務区分など

道も狭いしグリーンベルトも消えかけ

  松本 照行 議員
まつもと てるゆき

　
コ
ス
ト
コ
開
業
に
と

も
な
い
交
通
量
の
増
が

懸
念
さ
れ
る
。
開
業
前
に
交
通

量
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

議員

　
要
望
が
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
を
区
長
に
説

明
し
て
い
る
か
。区
民
に
説
明
で
き

る
資
料
が
必
要
で
は
。

議員

　
オ
ー
プ
ン
前
後
の
交

通
量
把
握
は
重
要
で
あ

り
、
関
係
す
る
交
差
点
の
交
通

量
調
査
を
県
に
要
望
す
る
。

町長

　
渋
滞
対
策
は
抜
本
的

な
道
路
改
良
が
必
要
だ

が
、
大
刀
洗
町
だ
け
遅
れ
て
い

る
。
隣
接
す
る
市
町
村
と
連
携

し
て
国
や
県
に
要
望
を
。

議員

　
区
長
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
、
元
年
度
は

44
％
で
あ
っ
た
施
工
実
績
が
５

年
度
に
は
25
・
１
％
と
年
々
下

が
っ
て
き
て
い
る
が
原
因
は
。

議員

　
関
係
自
治
体
で
構
成

す
る
建
設
促
進
期
成
会

で
、
今
後
も
県
道
53
号
線
の
早

期
４
車
線
化
を
要
望
す
る
。

町長

　
５
年
前
に
町
の
非
正

規
職
員
が
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
制
度
変
更
さ
れ
た
が
、

町
の
対
応
は
。
任
用
職
員
数
や

勤
務
時
間
の
違
い
な
ど
は
。
標

準
的
業
務
量
が
あ
る
職
務
は
、

正
職
員
か
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
し

て
採
用
す
べ
き
で
は
。

議員

　
人
事
院
勧
告
を
踏
ま

え
、
４
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
報
酬
の
支
払
い
を
。

議員

　
子
の
看
護
や
育
児

な
ど
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
休
暇
を
有
給
に
で

き
な
い
か
。

議員

　
感
謝
状
の
授
与
な
ど

の
検
討
は
。

議員

　
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
国
に
準
じ
て
条
例

や
規
則
を
定
め
採
用
し
て
い
る
。

職
員
数
は
１
２
３
名
で
、
う
ち

フ
ル
タ
イ
ム
は
３
名
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
は
１
２
０
名
、
町
職
員

に
占
め
る
割
合
は
５５
．９
％
。

勤
務
時
間
は
専
務
的
パ
ー
ト
タ

イ
ム
が
７
時
間
で
フ
ル
タ
イ
ム

よ
り
45
分
短
い
。
標
準
的
業
務

の
あ
る
職
務
は
、
そ
の
つ
ど
任

用
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

町長

　
報
酬
は
翌
年
度
に
見

直
し
て
い
る
が
、
今
後

は
、
国
の
通
知
や
近
隣
町
村
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

町長

　
子
育
て
支
援
関
係
休

暇
に
つ
い
て
は
、
国
の

非
常
勤
職
員
に
準
じ
た
形
と
し

て
い
る
が
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

課長

　
表
彰
審
査
委
員
会
で

検
討
し
た
い
。

課長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自

主
的
な
活
動
な
の
で
把

握
が
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
表

彰
審
査
委
員
会
で
検
討
す
る
。

町長

　
区
長
要
望
に
対
す
る

予
算
は
増
額
し
て
き
て

い
る
が
、
職
員
体
制
の
制
約
が

あ
り
、
特
に
近
年
は
災
害
対
応

を
最
優
先
と
し
て
お
り
、
計
画

ど
お
り
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

町長

　
緊
急
性
や
費
用
対
効

果
な
ど
の
優
先
順
位
に

よ
り
不
採
択
に
な
っ
た
も
の
や
、

逆
に
追
加
で
採
択
す
る
場
合
も

あ
り
、
理
由
を
示
し
て
こ
な

か
っ
た
。
不
採
択
の
理
由
も
含

め
、
報
告
で
き
る
か
ど
う
か
今

後
内
部
で
検
討
し
て
い
く
。

町長

区
長
要
望
へ
の

　
　
　
　対
応
は

町
長
予
算
は

増
額
し
て
い
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
町
民
を

表
彰
で
き
な
い
か
。

議員

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
町
民
を

表
彰
で
き
な
い
か
。表
彰
が
困
難

な
場
合
は
感
謝
状
の
授
与
な
ど

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

議員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
　
　表
彰
を

町
長
表
彰
審
査
委
員
会
で

検
討
す
る

　区
長
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
理
由
を
区
民
に
説

明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
に
、
聞
か
な
い
と
教
え

て
も
ら
え
な
い
の
か
。

　職
員
数
は
定
数
よ
り
17

名
も
少
な
い
。
標
準
的
な

業
務
量
の
あ
る
専
務
的

パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
に
す
べ
き
で
は
。

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会事務局、各校区センターで

もご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

平田 康雄 議員
ひらた やすお

一 般 問質
町政を問う！

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

区分

フルタイム ７時間45分×
週５日

７時間×週５日
又は週35時間

定型的又は
補助的な業務を
担う職務

一定又は
  相当の資格、
技能もしくは
経験などを
要する職務

職務内容
により異なる

専務的

補助的

パート
タイム

勤務時間 職務区分

　
国
道
５
０
０
号
線
の

日
常
的
な
渋
滞
で
菊
池

校
区
内
が
抜
け
道
と
な
っ
て
い

る
が
、
通
学
路
の
安
全
は
。

議員

　
速
度
落
と
せ
の
路
面

標
示
や
警
察
の
速
度
取

り
締
ま
り
を
実
施
し
て
い
る
。

消
え
か
か
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
は
今
年
度
か
ら
順
次
塗

り
直
し
を
実
施
す
る
。

町長
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懸
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に

つ
い
て
、
元
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は

44
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で
あ
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工
実
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が
５
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度
に
は
25
・
１
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と
年
々
下

が
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が
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因
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成
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地元要望を踏まえ
幅広く議論

町長

定住促進住宅の整備を

参加しやすい大会に
なるよう検討

課長

だれでも参加できる
体育大会へ

　
町
民
体
育
大
会
は
住

民
交
流
の
活
性
化
も
目

的
の
一
つ
だ
と
思
う
が
、
障
が

い
者
も
い
っ
し
ょ
に
競
い
合
え

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

議員

　
当
日
で
も
参
加
可
能

な
競
技
が
あ
る
と
い
っ

て
も
、
誘
い
が
な
け
れ
ば
参
加

し
に
く
い
。
い
ろ
ん
な
方
に
声

を
か
け
て
ほ
し
い
が
。

議員

　
現
在
実
施
し
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、

障
害
の
程
度
ま
た
は
状
況
に

よ
っ
て
は
参
加
で
き
る
内
容
も

あ
り
、
当
日
参
加
可
能
な
競
技

も
あ
る
。

課長

　
障
が
い
者
雇
用
に
つ

い
て
、
町
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

ま
た
町
内
に
あ
る
企
業
と
の
連

携
は
ど
う
か
。

議員

　
今
ま
で
の
声
か
け
で

は
届
か
な
い
と
い
う
ふ

う
に
認
識
し
て
い
る
。
障
害
を

お
持
ち
の
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
進
め
て
声
か
け
の
下
地

を
作
っ
て
い
き
た
い
。
今
年
は

従
来
ど
お
り
の
形
で
開
催
し
、

反
省
点
を
含
め
て
、
今
後
の
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

課長

　
個
別
の
企
業
と
の
連

携
は
十
分
に
は
で
き
て

い
な
い
。
障
が
い
者
雇
用
に
特

化
し
た
事
業
で
は
な
い
が
、
昨

年
か
ら
町
内
企
業
の
雇
用
を
促

進
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
に
対
し
て
も
見
学
会
が
開

催
で
き
な
い
か
協
議
中
で
あ
る
。

町長

　
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
地
方
公
共
団
体
の
障

が
い
者
雇
用
率
は
３
％
以
上
だ

が
、
本
町
の
雇
用
率
は
。

議員

　
令
和
５
年
６
月
時
点

で
は
３
・
14
％
で
、
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。

課長

　
大
堰
校
区
の
人
口
減

少
、
空
き
家
の
増
加
な

ど
へ
の
認
識
と
、
今
後
の
対
応

の
基
本
的
な
考
え
は
。

議員

　
町
全
体
で
は
人
口
が

微
増
傾
向
に
あ
る
が
、

地
域
差
が
生
じ
て
い
る
。
よ
か
ま

ち
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
を

行
う
な
か
で
、
大
堰
校
区
の
強
み

や
特
性
、
地
域
差
な
ど
を
踏
ま
え
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

検
討
す
る
。

町長

　
持
続
可
能
な
町
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、

暮
ら
し
や
す
さ
や
住
環
境
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

今
ま
で
実
績
の
あ
る
定
住
促
進

住
宅
の
建
設
を
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

議員

　
慶
応
大
学
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
の
目
的
と
、
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

議員

　
研
究
成
果
を
踏
ま
え

産
業
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
実
用
化
へ
の
取
り
組
み
な

ど
事
業
の
検
証
が
必
要
で
は
。

議員

　
今
後
ど
の
よ
う
な
定

住
促
進
対
策
が
考
え
ら

れ
る
の
か
、
大
堰
校
区
の
人
口

や
子
ど
も
の
数
の
予
測
、
地
元

の
要
望
を
踏
ま
え
、
ス
カ
イ

ラ
ー
ク
の
２
棟
目
の
建
設
の
是

非
も
含
め
て
、
人
口
対
策
、
少

子
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
幅

広
く
議
論
を
し
た
い
。

町長

　
地
域
お
こ
し
に
関
す

る
人
材
育
成
、
実
学
の

促
進
の
寄
与
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
大
刀
洗
み
ら
い

研
究
所
を
設
置
し
、
町
職
員
や

企
業
社
員
が
研
究
員
と
な
り
、

新
規
事
業
を
提
供
す
る
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
地
域
で
の
実
学
の

推
進
や
他
自
治
体
と
の
広
域
連

携
に
も
取
り
組
む
。

町長

　
業
務
の
多
様
化
な
ど

視
野
の
広
い
職
員
の
育

成
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も
見

直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
継
続

し
た
い
と
考
え
る
。

町長

障
が
い
者
雇
用
の

　
　
　
　
　推
進
を

町
長
町
内
企
業
の
見
学
会

開
催
を
検
討
中

大
学
連
携
事
業
の

　
　
　
　
　検
証
を

町
長
見
直
し
を
く
り
返
し

な
が
ら
継
続

　町
の
課
題
や
将
来
像
を

具
現
化
す
る
う
え
で
産
官

学
の
連
携
は
重
要
と
思
う

が
、
産
業
界
と
の
連
携
不

足
を
感
じ
る
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

野瀬 繁隆 議員
の　せ しげたか

白根 美穂 議員
しらね み　ほ

　障
が
い
者
雇
用
率
を
達

成
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
積
極
的
な
雇
用
の
拡

大
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。 議

員
の
つ
ぶ
や

き

今後検討したい町長

70周年記念誌を
発行しては

病院でのマイナ保険証受け付け

　
75
歳
以
上
を
対
象
に

し
た
後
期
高
齢
者
医
療

も
同
じ
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

課長

　
来
年
度
は
町
政
70
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
。
記
念
式
典
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、
町
へ
の
愛

着
や
町
民
相
互
の
連
帯
感
が

い
っ
そ
う
深
ま
る
と
思
う
が
。

議員

　
記
憶
に
残
る
だ
け
で

は
な
く
、
記
録
に
残
す

こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
。

議員

　
来
年
は
終
戦
か
ら
80

年
。
大
刀
洗
空
襲
の
歴

史
の
あ
る
当
町
に
と
っ
て
、
地

域
や
学
校
現
場
で
風
化
さ
せ
な

い
取
り
組
み
が
重
要
と
思
う
が
。

議員

　
３
村
が
合
併
し
来
年

３
月
末
で
70
周
年
を
迎

え
る
。
記
念
式
典
や
記
念
事
業

を
実
施
す
る
方
向
で
考
え
て
お

町長

記
念
誌
を
発
行
す
る
か

ど
う
か
も
含
め
て
、
今

後
庁
内
で
検
討
し
て
い
く
。

町長

　
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
の
中
を
願
う
心
を
育

て
る
教
育
・
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
大

変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

教育長

　
５
月
末
の
交
付
率
が

76
・
04
％
。

町長

　
休
日
受
付
窓
口
の
開

設
や
広
報
な
ど
で
周
知

す
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
国
保
加
入
者
な
ど
に

は
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。

町長

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
状
況
は
。

議員 ど
う
な
る
？

医
療
機
関
へ
の
受
診

町
長
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る

　記
憶
と
い
う
も
の
は
、

時
間
と
と
も
に
薄
れ
て
い

く
も
の
。
記
録
に
残
す
こ

と
は
、
後
世
に
正
確
に
伝

え
る
た
め
重
要
な
こ
と
で
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な
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で
し
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う
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。

議
員
の
つ
ぶ
や

き
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た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
対
す
る
今
後
の
対
応
は
。

ま
た
、
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療
機
関
な
ど
へ
の
受

診
は
ど
う
な
る
か
。
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後
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高
齢
者
に
つ
い
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は
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議員

り
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具
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内
容
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後
検
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い
。
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の
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で
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は
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以
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今後検討したい町長
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発行しては
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以
上
を
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に
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者
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と
な
っ
て
い
る
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来
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う
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な
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目
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が
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に
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当
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70
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を
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も
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今

後
庁
内
で
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と
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ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
状
況
は
。

議員 ど
う
な
る
？

医
療
機
関
へ
の
受
診

町
長
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る

　記
憶
と
い
う
も
の
は
、

時
間
と
と
も
に
薄
れ
て
い

く
も
の
。
記
録
に
残
す
こ

と
は
、
後
世
に
正
確
に
伝

え
る
た
め
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

安丸 眞一郎 議員
やすまる しんいちろう

☆
こ
の
ほ
か
に
、
河
川
な
ど

に
繁
茂
す
る
水
草
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
対
す
る
今
後
の
対
応
は
。

ま
た
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
受

診
は
ど
う
な
る
か
。

議員

　
後
期
高
齢
者
に
つ
い

て
は
。

議員

り
、
具
体
的
な
内
容
は
今
後
検

討
し
た
い
。
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担い手や新規就農者の
育成

町長給食費の完全無償化は
検討課題

教育長

4つの徹底した子育て支援を 離農による
耕作放棄地の対策は

　
今
後
、
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
る
耕
作

放
棄
地
が
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
る
が
、
町
と
し
て
の
対
策
は
。

議員

　
大
堰
の
特
に
三
川
地

区
で
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
地

を
他
の
産
業
振
興
で
活
性
化
さ

せ
る
考
え
は
な
い
か
。

議員

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
や
高
性
能
省
力
機
械

の
導
入
支
援
、
担
い
手
の
集
積
促

進
事
業
や
新
規
就
農
者
の
育
成
支

援
な
ど
で
、
将
来
性
の
あ
る
経
営

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

町長

　
就
農
者
減
少
へ
の
対

策
は
。

議員

　
町
が
発
表
し
た
複
業

人
材
登
用
と
は
。

議員

　
７
月
に
町
の
機
構
改

革
を
行
い
、
農
業
に
特

町長

　
電
子
決
裁
導
入
の
検

討
、
広
報
力
の
強
化
、

広
報
紙
の
デ
ザ
イ
ン
、
業
務
改

善
の
４
事
業
に
つ
い
て
、
専
門

町長

　
市
町
村
が
県
か
ら
受

託
し
て
事
業
を
進
め
る

町長

　
三
川
地
区
は
土
地
が

肥
沃
で
農
業
が
一
番
適

町長

　
①
小
中
学
校
ま
で
の

給
食
の
完
全
無
償
化
、

②
ゼ
ロ
歳
児
の
紙
お
む
つ
無
償

供
与
、③
２
歳
児
ま
で
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
無
償
化
、④
18

歳
ま
で
の
医
療
費
の
完
全
無
償

化
、
こ
の
４
つ
の
早
期
実
現
を
。

議員

　
山
隈
区
を
縦
断
す
る

県
道
の
上
高
橋
野
町
線

は
幅
が
４
ｍ
未
満
の
部
分
が
あ

り
、
車
両
の
離
合
が
困
難
で
朝

夕
通
勤
時
に
は
渋
滞
が
発
生
し

て
い
る
。
事
業
の
延
伸
・
拡
幅

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

議員

　
紙
お
む
つ
の
無
償
供

与
は
考
え
て
い
な
い
が
、

出
産
や
子
育
て
支
援
と
し
て
妊

娠
・
出
産
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万

円
の
支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
支
援
給
付

を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
た
ば
か

り
で
経
過
を
見
守
り
た
い
。

町長

　
給
食
費
の
完
全
無
償

化
に
は
約
７
５
０
０
万

必
要
で
、
県
や
近
隣
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
て
検
討
す
べ
き

課
題
と
考
え
る
。
２
歳
児
ま
で

の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

教育長

　
大
分
道
よ
り
南
に
つ

い
て
は
、
県
に
よ
る
早

期
買
収
に
最
大
限
協
力
す
る
。

大
分
道
よ
り
北
側
に
つ
い
て
は
、

町長

20
年
前
の
小
泉
政
権

時
代
、
市
町
村
合
併
と

地
方
の
財
政
削
減
が
強
行
さ
れ
、

当
町
で
も
値
上
げ
や
サ
ー
ビ
ス

削
減
が
す
す
め
ら
れ
た
。
ご
み

袋
は
60
円
と
な
り
不
燃
物
は
一

気
に
２
倍
に
値
上
げ
。
団
体
補

助
金
の
一
律
削
減
も
こ
の
行
革

で
強
行
さ
れ
て
い
る
。
財
政
的

に
余
裕
の
あ
る
現
在
、
当
時
の

負
担
増
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

議員

　
財
政
は
健
全
化
し
て

い
る
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
今
後
が
不
透
明
な
こ
と
や
、

社
会
保
障
費
や
施
設
維
持
費
の
増

加
な
ど
課
題
も
多
く
、
住
民
負
担

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
実
施
し
て
い
る
。

町長

　
当
時
は
金
銭
面
の
み

で
効
果
を
判
断
し
て
お

り
、
値
上
げ
に
よ
る
悪
影
響
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
福

祉
の
観
点
か
ら
も
見
直
し
を
。

議員

　
国
会
で
審
議
中
の
地

方
自
治
法
改
定
案
は
、

非
常
時
に
国
が
指
示
権
を
持
つ

な
ど
、
地
方
自
治
を
否
定
す
る

重
大
な
問
題
が
あ
る
。
戦
争
推

議員

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

と
い
う
民
間
研
究
も
、

人
口
減
の
責
任
を
地
方
に
押
し

付
け
る
暴
論
だ
と
思
う
が
。

議員

　
ご
み
袋
料
金
な
ど
は
、

ご
み
減
量
化
や
校
区
セ

ン
タ
ー
の
資
源
回
収
な
ど
の
政

策
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

町長

　
国
の
指
示
権
が
地
方

自
治
の
本
旨
や
対
等
な

関
係
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
最
小
限
度
の
範
囲

に
と
ど
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

町長

　
消
滅
可
能
性
自
治
体

の
名
称
が
ひ
と
り
歩
き

す
る
こ
と
は
、
自
治
体
の
努
力

に
水
を
差
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

町長

複
業
人
材
登
用
に
よ
る

　
　
　実
証
実
験
と
は

町
長
各
分
野
の
専
門
家
と

連
携

　
県
か
ら
受
託
し
て
町

が
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
町
の
事
業

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

議員

山
隈
内
の
県
道
の

　
　
　
　拡
幅
状
況
は

町
長
早
期
買
収
に
努
め

協
議
を
進
め
る

地
方
自
治
へ
の
攻
撃
に

　
　
　
　
　
　意
見
を

町
長
指
示
権
に
つ
い
て
は

最
小
限
に

　徹
底
し
た
子
育
て
支
援

は
費
用
・
経
費
で
は
な
く

未
来
へ
の
投
資
。
で
き
る

限
り
早
期
に
実
現
し
て
ほ

し
い
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　20
年
前
の
行
革
プ
ラ
ン

を
見
て
、
そ
の
中
身
に
改

め
て
び
っ
く
り
。
住
民
福

祉
向
上
の
立
場
に
帰
っ
て

見
直
す
べ
き
で
す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

實藤 量德 議員
さねふじ かずのり

　担
い
手
不
足
な
ど
で
耕

作
放
棄
地
が
増
え
な
い
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

☆
こ
の
ほ
か
に
、
新
秋
か
ら
接

種
予
定
の
自
己
増
殖
型
・
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
補
助

の
中
止
と
、
危
険
性
の
啓
発

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

個別に見直し
を実施

町長

20年前の「何でも
値上げ」は是正を

平山 賢治 議員
ひらやま けん じ

し
て
い
る
と
思
う
。
法
令
上
の

制
約
か
ら
も
、
新
し
い
産
業
の

計
画
は
難
し
い
と
考
え
る
。

化
し
た
課
を
つ
く
り
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
振
興
を
考
え
て
い

き
た
い
。
目
指
す
べ
き
５
年
後
、

10
年
後
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
を
本
年
度

策
定
す
る
た
め
、
全
地
区
で
第

1
回
の
話
し
合
い
を
開
催
し
た
。

転
入
に
よ
り
入
園
希
望
者
が
増

え
、
新
た
な
待
機
児
童
の
増
加

や
、
保
育
士
不
足
が
想
定
さ
れ

る
た
め
難
し
い
。

事
例
は
な
く
、
町
の
体
制
か
ら

も
困
難
。
地
域
の
声
を
き
め
細

や
か
に
聞
い
て
ど
う
い
う
対
応

が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

18年前の行革大綱。住民負担増が並ぶ

家
か
ら
無
償
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
改
善
に
努
め
る
も
の
。

期
間
は
10
月
末
ま
で
の
半
年
間

を
予
定
し
て
い
る
。

進
に
も
利
用
さ
れ
る
内
容
で
あ

り
、
反
対
の
表
明
を
。

部
分
拡
幅
が
で
き
る
よ
う
県
と

町
で
き
め
細
や
か
に
協
議
を
重

ね
る
。
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ど
は
、

ご
み
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や
校
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セ
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ー
の
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回
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な
ど
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政

策
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あ
わ
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て
検
討
し
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。
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自
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が

な
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よ
う
、
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度
の
範
囲
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る
。

町長

　
消
滅
可
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性
自
治
体
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名
称
が
ひ
と
り
歩
き

す
る
こ
と
は
、
自
治
体
の
努
力

に
水
を
差
す
お
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れ
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あ
る
。

町長

複
業
人
材
登
用
に
よ
る

　
　
　実
証
実
験
と
は

町
長
各
分
野
の
専
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家
と

連
携

　
県
か
ら
受
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し
て
町

が
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
町
の
事
業

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

議員

山
隈
内
の
県
道
の

　
　
　
　拡
幅
状
況
は

町
長
早
期
買
収
に
努
め

協
議
を
進
め
る

地
方
自
治
へ
の
攻
撃
に

　
　
　
　
　
　意
見
を

町
長
指
示
権
に
つ
い
て
は

最
小
限
に

　徹
底
し
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子
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て
支
援

は
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用
・
経
費
で
は
な
く

未
来
へ
の
投
資
。
で
き
る

限
り
早
期
に
実
現
し
て
ほ

し
い
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　20
年
前
の
行
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プ
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ン
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て
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そ
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中
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改
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て
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。
住
民
福

祉
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上
の
立
場
に
帰
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て
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き
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す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

實藤 量德 議員
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で
耕

作
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棄
地
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え
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い
よ

う
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ろ
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策
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

☆
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か
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新
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ナ
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ク
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補
助

の
中
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と
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危
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性
の
啓
発

に
つ
い
て
質
問
し
ま
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た
。

個別に見直し
を実施

町長
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平山 賢治 議員
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制
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催
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。
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。

期
間
は
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月
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の
半
年
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容
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。
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今
年
で
14
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
議
会
報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
4
カ
所
の
会
場
で
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
活
発
に
意
見
交
換
が
で
き
、多
く

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、意
義

あ
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、議
会
の
状
況
を
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
な
が
ら
、身
近
で
開
か

れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
努
め
、大
刀
洗

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
声
を

届
け
る
た
め
に
、議
員
一
丸
と
な
っ
て

活
動
を
進
め
ま
す
。議

長
　高
橋  

直
也

手 話 通訳あります

議会だよりの全文朗読をCDに収録
して自宅にお届けします。

本会議などに手話通訳者
を配置できます。

お問い合わせ
社会福祉協議会 ℡77-4877

お問い合わせ
議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

声 の議会だより
お届けします

①
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
の
個
別
検
診
を
。

②
４
月
か
ら
任
意
接
種
と
な
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
を
。

③
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を
。

①
７
月
か
ら
の
個
別
検
診
に
向
け
準
備
中
。

②
自
己
負
担
は
軽
減
す
る
予
定
だ
が
、
補
助
額
は

他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
中
。

③
朝
倉
市
な
ど
が
助
成
し
て
お
り
決
算
を
踏
ま
え

て
調
査
す
る
。
国
・
県
へ
も
助
成
を
要
望
す
る
。

　一般質問で、町長が「検討する」
と回答した内容について、質問者は
次の定例会までに検討状況の報告を
求めることができます。
　3月議会の質問に対する町の回答
をお知らせします。

　４月に新しく就任した議会モニターのみなさんと意見交換し、６月議会
を傍聴しての感想など、活発なご意見をいただきました。
　お寄せいただいたご意見をもとに、議会活動の改善に努めます。

　
子
育
て
支
援
や
公
共

交
通
の
充
実
に
興
味
が

あ
り
ま
す
が
、せ
っ
か
く

の
機
会
な
の
で
そ
れ
以

外
の
分
野
も
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
、
事
前
に

通
告
内
容
を
議
会
モ
ニ

タ
ー
や
住
民
に
知
ら
せ
て

意
見
を
つ
の
れ
ば
、
議
論

が
さ
ら
に
充
実
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
初
め
て
の
参
加
で
す
。

全
体
懇
談
も
い
い
で
す

が
、
い
く
つ
か
の
班
に
分

か
れ
て
少
人
数
で
議
論
し

た
ら
話
し
や
す
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

鈴木さん
（山隈）

田中さん
（南本郷）

小林さん
（上高橋）

　
こ
れ
ま
で
は
お
願
い
ご

と
ば
か
り
で
し
た
が
、
自

身
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
と

思
い
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し

ま
し
た
。
町
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。 平田さん

（西大刀洗）

松川さん
（冨多）

矢永さん
（冨多）

どうなった
あの

どうだった？今回の議会

質問
個
別
検
診
の
導
入
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を

（
平
田
康
雄
議
員
）

問

対
応
中

答
　
町
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
「
道
の
駅
」
の

推
進
は
。

　
国
や
関
係
機
関
と
の
調
整
が
で
き
て
お
ら
ず
場

所
も
未
定
。
今
後
、
国
交
省
な
ど
と
の
協
議
が
開

始
さ
れ
れ
ば
、
農
業
者
の
意
向
を
調
査
し
た
い
。

道
の
駅
の
検
討
を

（
平
田
康
雄
議
員
）

問

検
討
中

答

3月定例会

住民に分かるような論戦を検討ではなく、実現を

インターネット中継の改善を議会だよりはさらに充実を 議会
から

　住民の方が多く出てくるようになり、
読むのが楽しくなってきました。
　いっぽう、専門用語などの難しい言葉
も出てきます。一般住民にも理解できる
表現を心がけてください。

　インターネットで録画が早期に見れるように
なったのはいいのですが、議案ごとにもくじを
つけることや、議場で使っている資料が画面で
見られるようにしてほしい。

　交通安全関係など、長年要望を出していま
すが、「検討します」「要望しています」ば
かりで全然改善されません。議会も行政も、
実現のための論戦をお願いしたいです。

議会
から

　道路や川を管轄する国や県に要
望を出していますが、法律や予算
の関係もあり事業が進まないこと
も多いです。今後も実現のために
がんばります。

議会
から

　行政用語を排して、分かりや
すく親しみやすい紙面づくりに
心がけますので、ぜひ取材など
へのご協力をお願いします。

議会
から

　今年度にホームページのリニューア
ルを予定しており、動画配信業者に対
しても改善をお願いする予定です。

　議会のやりとりは回りくどい言い回しが
多く、住民には要点が分かりづらいことが
多いです。もっと直接的に論戦してもいい
のでは。事業の効果なども明確な答弁を求
めるべきと思います。

　追跡制度なども活用し、今後も
住民目線での論戦を心がけます。

　
モ
ニ
タ
ー
２
期
目
で

す
。
障
が
い
者
施
設
に
勤

務
し
て
お
り
、
大
刀
洗
町

で
も
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
や
対
応
が
前
進
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
モ
ニ
タ
ー
参

加
で
す
。
こ
れ
ま
で
興
味

の
あ
る
質
問
は
視
聴
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
広

く
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
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立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。



委 員 会 レポート

　　　
　ふるさと応援寄附金事業と、ブランド推進
事業の説明を地域振興課より受けました。ふ
るさと応援寄附金は制度がいつまで続くのか
判断できないため、将来的に維持管理費が負
担になるような事業への活用については慎重
に検討することが必要と考えます。
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総務文教厚生委員会

正副議長研修会

委 員 会 レポート

三原城址を現地調査

地方議会のあり方を学ぶ

4 8

5 21

建設経済委員会 ため池と水防計画を調査

ふるさと納税の現状は5 27

5 14

松本委員長

　　地域ブランド事業につ
いても説明を受けました。
行政が主導する事業におい
ては、出品や商品選定に関
し、公平性を確保する必要
があるのではとの意見が出
されました。

広報委員会

　５回の編集会議を開いての議会だ
よりの作成のほか、今年度リニューア
ルを予定している議会ホームページの
充実・改善など、先進地の事例を研究
しながら協議を進めています。
　また、全国からの視察を受け入れ、
広報活動や議会改革について活発に
意見交換しています。

古賀委員長

　　昨年の反省を生かし、今年
度は水草の除去と浚せつ工事
を別々に実施することに。今後
も防災・減災や農村環境整備な
どを含めて調査や提言を進め
ます。

ココを
生かす

ココを
生かす

町の課題を調査・研究中です

大雨時に十分な機能発揮を

文化財係の職員から説明を受ける

　建設委員会と合同で、本郷校区の
佐々木家住宅と三原城址を調査しま

した。役場の担当課や「三原城址を守る会」
の皆さんに案内していただきました。
　先日の３月定例会で、土地の買収費は否
決（削除）しましたが、町としては今後も国
や県などへ史跡申請を検討しているとの説
明で、議会としても、家屋や土地の現状をよ
くつかみ、議会で議論することが必要と再
認識しました。

　全国町村議会議長・副議長研修会が東京で開か
れ、高橋議長と野瀬副議長が出席しました。テーマ

は３つで、①議員の成り手不足は「住民の危機」、その打開
の道を探る②ハラスメントー自治体職員が注意すべきポイ
ントー③将来の地方議会を担うのは誰か？
　いずれも多くの町村議会が抱えている課題であり、当町
議会としても研修会での内容を全議員で共有し活用を図り
ます。

　今年度の水防計画や水害対応に
ついて建設課から説明を受けまし

た。大雨の対応として、町職員によるパト
ロールの頻度を上げるなどしており、昨年
度は、町職員と消防団が協力して床島地区
に100袋ほどの土のうを積みあげたとの報
告でした。議会からは、ダム放流の際は目的
別にサイレンを鳴らしているが内容の聞き
分けが難しく、防災ラジオやテレビのｄボタ
ンでの情報発信ができないかという意見が
出されました。
　その後、下高橋区の中島ため池と今年度
工事予定の甲条十三塚ため池を視察しまし
た。中島ため池は2年に渡る浚せつで底が深
くなり、以前に比べて貯水量が増加してい
るようで、今後の貯水効果が期待されます。
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視察を受け入れました
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ご覧いただけます
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インターネット配信やってます 次回定例会の予定
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議
会
報
告
会
で
は
３
０
０
を
超

え
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。文
字
数
や

ペ
ー
ジ
の
制
限
が
あ
り
、ご
意
見
の一

部
し
か
載
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
残

念
で
し
か
た
な
く
、編
集
に
は
頭
を

痛
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
の

声
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
、議
会
活
動
に
尽
力
し

ま
す
。

平
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　美
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広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

（
白
根
）

発
行
責
任
者
／
高
橋
直
也

聞き手から
（中村）

　な
に
げ
な
い
こ
と
も

幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
素
晴
ら
し
い
方

で
し
た
。い
つ
ま
で
も
町

を
大
切
に
思
い
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
活
に

関
わ
る
こ
と
と
し
て
判
断

西
栄
田
古
賀   
奏
さ
ん（
18
歳
）

こ

　が

か
な
で

　
短
大
で
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
を
専
攻
し
、

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

将
来
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
大
変
な
日
々
で

す
が
、時
間
を
見
つ
け
て
友
達
と
温
泉

や
岩
盤
浴
に
行
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

最
近
の
近
況
は
？

　
政
治
に
は
あ
ま
り
い
い
印
象
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち
の

生
活
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
関
心
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
情
報
が
飛

び
交
っ
て
い
る
中
で
、自
分
な
り
に
正

し
く
判
断
し
て
い
き
た
い
で
す
。

選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
政
治
へ
の
関
心
は
。

　
の
ど
か
で
人
が
良
い
町
と
思
い
ま

す
。幼
い
こ
ろ
か
ら
学
校
の
帰
り
道
で

近
所
の
方
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
、お
菓
子
や
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り

と
人
の
温
か
み
に
触
れ
る
機
会
が
多

か
っ
た
の
で
、私
も
大
人
に
な
っ
て
同
じ

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
し
て
あ
げ
た
い

で
す
。

い
っ
ぽ
う
で
街
灯
が
少
な
く
夜
道
が
怖

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、だ
れ
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
温
か
い
町
づ
く
り
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
へ
一
言
。

　
先
日
、駅
で
困
っ
て
い
る
外
国
の
方

が
い
た
の
で
声
を
か
け
て
み
る
と「
太

宰
府
天
満
宮
へ
行
き
方
が
分
か
ら
な

い
」と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、携
帯
を

使
っ
て
案
内
を
し
た
ら
と
て
も
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
の
で
、語
学
も
学
ん
で
外
国

の
方
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
で
す
。

今
後
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
。
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